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(57)【要約】

【課題】小型で信頼性が高く且つ複数のバンドに対応可

能な移動通信端末用モジュールを提供する。

【解決手段】チューナブルフィルタであるＤＰＸと、受

信信号に対して漏洩する送信回路からの送信信号とノイ

ズをキャンセルするための妨害キャンセラを備える移動

通信端末用モジュールであって、送信系からのキャリブ

レーション用信号と受信系の電力検出器ＲＳＳＩを用い

て妨害キャンセラやチューナブルフィルタの性能を最適

値に合わせるキャリブレーションを行い、キャリブレー

ションデータを保持して実動作時にデータを読み出すこ

とで良好な送受信特性を実現する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 ア ン テ ナ か ら 送 信 す る 複 数 の 周 波 数 バ ン ド を 有 す る 送 信 信 号 を 生 成 し 、 前 記 ア ン テ ナ が

受 信 し た 複 数 の 周 波 数 バ ン ド を 有 す る 受 信 信 号 を 処 理 す る 移 動 通 信 端 末 用 モ ジ ュ ー ル で あ

っ て 、

　 前 記 送 信 信 号 を 生 成 す る 送 信 回 路 と 、

　 前 記 受 信 信 号 を 処 理 す る 受 信 回 路 と 、

　 前 記 送 信 回 路 が 生 成 し た 送 信 信 号 を 前 記 ア ン テ ナ に 供 給 し 前 記 ア ン テ ナ が 受 信 し た 受 信

信 号 を 前 記 受 信 回 路 に 供 給 す る よ う 、 前 記 送 信 信 号 と 受 信 信 号 を 通 過 さ せ る 周 波 数 特 性 の

可 変 な フ ィ ル タ と 、

　 前 記 送 信 回 路 か ら 前 記 受 信 回 路 に 漏 れ こ む 前 記 送 信 信 号 と 、 前 記 送 信 回 路 が 発 生 し た 前

記 受 信 信 号 の 周 波 数 帯 域 の 雑 音 を 、 前 記 受 信 信 号 か ら キ ャ ン セ ル す る 妨 害 信 号 の キ ャ ン セ

ル 部 と 、

　 前 記 移 動 通 信 端 末 用 モ ジ ュ ー ル の 動 作 を 制 御 す る 制 御 部 を 備 え 、

　 該 制 御 部 は 、

　 送 受 信 動 作 の 開 始 前 に 、 前 記 送 信 回 路 が 発 生 し た 信 号 を 用 い て 前 記 フ ィ ル タ と 前 記 キ ャ

ン セ ル 部 の 周 波 数 特 性 を 調 整 し 、

　 前 記 フ ィ ル タ 部 の 調 整 に お い て は 通 過 帯 域 と 阻 止 帯 域 を 個 別 に 調 整 す る よ う に 制 御 す る

こ と を 特 徴 と す る 移 動 通 信 端 末 用 モ ジ ュ ー ル 。

【 請 求 項 ２ 】

　 ア ン テ ナ か ら 送 信 す る 複 数 の 周 波 数 バ ン ド を 有 す る 送 信 信 号 を 生 成 し 、 前 記 ア ン テ ナ が

受 信 し た 複 数 の 周 波 数 バ ン ド を 有 す る 受 信 信 号 を 処 理 す る 移 動 通 信 端 末 用 モ ジ ュ ー ル で あ

っ て 、

　 前 記 送 信 信 号 を 生 成 す る 送 信 回 路 と 、

　 前 記 受 信 信 号 を 処 理 す る 受 信 回 路 と 、

　 前 記 送 信 回 路 が 生 成 し た 送 信 信 号 を 前 記 ア ン テ ナ に 供 給 し 前 記 ア ン テ ナ が 受 信 し た 受 信

信 号 を 前 記 受 信 回 路 に 供 給 す る よ う 、 前 記 送 信 信 号 と 受 信 信 号 を 通 過 さ せ る 周 波 数 特 性 の

可 変 な フ ィ ル タ と 、

　 前 記 送 信 回 路 か ら 前 記 受 信 回 路 に 漏 れ こ む 前 記 送 信 信 号 と 、 前 記 送 信 回 路 が 発 生 し た 前

記 受 信 信 号 の 周 波 数 帯 域 の 雑 音 を 、 前 記 受 信 信 号 か ら キ ャ ン セ ル す る 妨 害 信 号 の キ ャ ン セ

ル 部 と 、

　 前 記 移 動 通 信 端 末 用 モ ジ ュ ー ル の 動 作 を 制 御 す る 制 御 部 を 備 え 、

　 該 制 御 部 は 、

　 送 受 信 動 作 の 開 始 前 に 、 前 記 送 信 回 路 が 発 生 し た 信 号 を 用 い て 前 記 フ ィ ル タ と 前 記 キ ャ

ン セ ル 部 の 周 波 数 特 性 を 調 整 し 、

　 前 記 キ ャ ン セ ル 部 の 調 整 に お い て は 阻 止 帯 域 の 周 波 数 と 減 衰 量 を 個 別 に 調 整 す る よ う に

制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 移 動 通 信 端 末 用 モ ジ ュ ー ル 。

【 請 求 項 ３ 】

　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 移 動 通 信 端 末 用 モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、

　 前 記 フ ィ ル タ は 送 信 信 号 を 通 過 さ せ て 受 信 信 号 を 抑 圧 す る 送 信 フ ィ ル タ と 、 受 信 信 号 を

通 過 さ せ て 送 信 信 号 を 抑 圧 す る 受 信 フ ィ ル タ を 備 え 、

　 前 記 制 御 部 は 、

　 前 記 送 信 フ ィ ル タ の 通 過 帯 域 を 調 整 す る 際 に は 前 記 受 信 フ ィ ル タ の 周 波 数 特 性 を 前 記 送

信 信 号 が 通 過 す る 特 性 に 切 り 替 え 、 前 記 受 信 フ ィ ル タ の 通 過 帯 域 を 調 整 す る 際 に は 前 記 送

信 フ ィ ル タ の 周 波 数 特 性 を 前 記 受 信 信 号 が 通 過 す る 特 性 に 切 り 替 え る よ う に 制 御 す る こ と

を 特 徴 と す る 移 動 通 信 端 末 用 モ ジ ュ ー ル 。

【 請 求 項 ４ 】

　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 移 動 通 信 端 末 用 モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、

　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 フ ィ ル タ と 前 記 キ ャ ン セ ル 部 の 周 波 数 特 性 を 調 整 す る 際 に は 、

　 前 記 送 信 回 路 が 発 生 し た 信 号 を 前 記 受 信 回 路 で 検 波 し レ ベ ル 検 出 し た 結 果 に 基 づ い て 前
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記 周 波 数 特 性 を 調 整 す る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 移 動 通 信 端 末 用 モ ジ ュ ー ル 。

【 請 求 項 ５ 】

　 ア ン テ ナ か ら 送 信 す る 複 数 の 周 波 数 バ ン ド を 有 す る 送 信 信 号 を 生 成 し 、 前 記 ア ン テ ナ が

受 信 し た 複 数 の 周 波 数 バ ン ド を 有 す る 受 信 信 号 を 処 理 す る 移 動 通 信 端 末 用 モ ジ ュ ー ル で あ

っ て 、

　 前 記 送 信 信 号 を 生 成 す る 送 信 回 路 と 、

　 前 記 受 信 信 号 を 処 理 す る 受 信 回 路 と 、

　 前 記 送 信 回 路 が 生 成 し た 送 信 信 号 を 前 記 ア ン テ ナ に 供 給 し 前 記 ア ン テ ナ が 受 信 し た 受 信

信 号 を 前 記 受 信 回 路 に 供 給 す る よ う 、 前 記 送 信 信 号 と 受 信 信 号 を 通 過 さ せ る 周 波 数 特 性 の

可 変 な フ ィ ル タ と 、

　 前 記 送 信 回 路 か ら 前 記 受 信 回 路 に 漏 れ こ む 前 記 送 信 信 号 と 、 前 記 送 信 回 路 が 発 生 し た 前

記 受 信 信 号 の 周 波 数 帯 域 の 雑 音 を 、 前 記 受 信 信 号 か ら キ ャ ン セ ル す る 妨 害 信 号 の キ ャ ン セ

ル 部 と 、

　 前 記 移 動 通 信 端 末 用 モ ジ ュ ー ル の 動 作 を 制 御 す る 制 御 部 を 備 え 、

　 該 制 御 部 は 、 前 記 送 信 信 号 と 受 信 信 号 が 時 分 割 多 重 さ れ る 場 合 に は 、

　 前 記 キ ャ ン セ ル 部 の 動 作 を 停 止 す る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 移 動 通 信 端 末 用 モ

ジ ュ ー ル 。

【 請 求 項 ６ 】

　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 移 動 通 信 端 末 用 モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、

　 前 記 キ ャ ン セ ル 部 は 、

　 前 記 送 信 回 路 が 生 成 し た 送 信 信 号 の 一 部 を 分 配 し 所 定 の 処 理 を 行 っ た 後 に 、 前 記 フ ィ ル

タ 部 が 前 記 受 信 回 路 に 供 給 す る 受 信 信 号 と 合 成 す る フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 回 路 で あ る こ と を

特 徴 と す る 移 動 通 信 端 末 用 モ ジ ュ ー ル 。

【 請 求 項 ７ 】

　 請 求 項 ６ に 記 載 の 移 動 通 信 端 末 用 モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、

　 前 記 キ ャ ン セ ル 部 は 、

　 前 記 送 信 回 路 が 生 成 し た 送 信 信 号 の 一 部 を 分 配 す る 分 配 器 と 、

　 該 分 配 器 が 分 配 し た 前 記 送 信 信 号 の 振 幅 を 調 整 す る 振 幅 調 整 器 と 、

　 前 記 分 配 器 が 分 配 し た 前 記 送 信 信 号 の 位 相 を 調 整 す る 位 相 調 整 器 と 、

　 前 記 分 配 器 が 分 配 し た 前 記 送 信 信 号 の 遅 延 時 間 を 調 整 す る 遅 延 調 整 器 と 、

　 前 記 フ ィ ル タ が 前 記 送 信 信 号 に 与 え る 周 波 数 特 性 と 略 一 致 し た 周 波 数 特 性 を 有 す る Ｔ ｘ

フ ィ ル タ と 、

　 前 記 フ ィ ル タ が 前 記 受 信 信 号 に 与 え る 周 波 数 特 性 と 略 一 致 し た 周 波 数 特 性 を 有 す る Ｒ ｘ

フ ィ ル タ と 、

　 前 記 分 配 器 、 振 幅 調 整 器 、 位 相 調 整 器 、 遅 延 調 整 器 、 Ｔ ｘ フ ィ ル タ 及 び Ｒ ｘ フ ィ ル タ で

処 理 さ れ た 前 記 送 信 信 号 を 前 記 受 信 信 号 と 合 成 す る 合 成 器

　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 移 動 通 信 端 末 用 モ ジ ュ ー ル 。

【 請 求 項 ８ 】

　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 移 動 通 信 端 末 用 モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、

　 前 記 制 御 部 は 、

　 送 受 信 動 作 を 開 始 し た 後 に お い て は 、 前 記 受 信 回 路 が 受 信 し た 受 信 信 号 の Ｓ Ｎ に 基 づ き

前 記 フ ィ ル タ と 前 記 キ ャ ン セ ル 部 の 周 波 数 特 性 を 調 整 す る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す

る 移 動 通 信 端 末 用 モ ジ ュ ー ル 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 移 動 通 信 端 末 用 モ ジ ュ ー ル 及 び そ れ を 用 い た 移 動 通 信 端 末 に 関 す る 。 特 に 、

例 え ば Ｗ Ｃ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 や Ｌ Ｔ Ｅ 方 式 等 の ワ イ ヤ レ ス 通 信 シ ス テ ム に 対 応 し た 移 動 通 信 端 末

用 モ ジ ュ ー ル 及 び そ れ を 用 い た 移 動 通 信 端 末 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ２ 】

　 携 帯 電 話 は 既 に 実 用 化 さ れ て い る Ｗ Ｃ Ｄ Ｍ Ａ （ Wideband Code Division Multiplex Acc

ess） 方 式 等 の ほ か 、 Ｌ Ｔ Ｅ （ Long term Evolution） 方 式 等 の 新 し い 方 式 が 検 討 さ れ て い

る 。 Ｗ Ｃ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 や Ｌ Ｔ Ｅ 方 式 は 、 送 受 信 同 時 動 作 の た め 、 送 信 周 波 数 と 受 信 周 波 数 は

異 な る 帯 域 を 用 い て い る 。 こ れ ら の 方 式 に お い て は 、 送 受 信 帯 域 を 分 離 す る Ｄ Ｐ Ｘ （ Dupl

exer） フ ィ ル タ が 用 い ら れ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 Ｄ Ｐ Ｘ の 性 能 を 改 善 す る 技 術 と し て は 、 非 特 許 文 献 1に あ る よ う に 、 フ ィ ー ド フ ォ ワ ー

ド 技 術 を 用 い た も の が あ る 。 非 特 許 文 献 1に は 、 フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 技 術 を 用 い た 受 信 側

に お け る 送 信 側 か ら の 受 信 帯 域 雑 音 の 抑 圧 に 関 す る 方 式 が 開 示 さ れ て い る 。 Ｗ Ｃ Ｄ Ｍ Ａ 方

式 の Band５ に 対 応 し た ８ ６ ９ ～ ８ ９ ４ Ｍ Ｈ ｚ の 狭 帯 域 の 受 信 帯 域 雑 音 を キ ャ ン セ ル す る た

め 、 フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド ル ー プ は 妨 害 キ ャ ン セ ラ （ ノ ッ チ フ ィ ル タ 、 利 得 及 び 位 相 調 整 機

能 ） よ り 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 通 過 周 波 数 を 可 変 と す る チ ュ ー ナ ブ ル フ ィ ル タ （ 送 信 系

、 受 信 系 フ ィ ル タ を 含 め た Ｄ Ｐ Ｘ 機 能 含 む ） に つ い て は 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る よ

う に 可 変 素 子 と し て Ｍ Ｅ Ｍ Ｓ （ Micro Electro Mechanical System） 容 量 を 用 い た 構 成 に

つ い て 開 示 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 United State Patent， US7446628B2＂ POLE－ ZERO ELE M ENTS A N D RELATED

SYSTE M A A N D M ETH O D＂

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 ＂ Adaptive Duplexer Implemented Using Single－ Path and Multipath

 Feedforward Techniques with BST Phase Shifter＂ IEEE Transaction O N Microwave Th

eory and Techniques， Vol.53， No.1， January 2005

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 携 帯 端 末 な ど に フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 技 術 を 用 い た 妨 害 キ ャ ン セ ラ や チ ュ ー ナ ブ ル フ ィ ル

タ を 用 い る 場 合 、 各 ブ ロ ッ ク の ば ら つ き を 補 正 す る た め の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン が 必 要 と な

る 。 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ 、 非 特 許 文 献 １ と も 制 御 方 法 や キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 技

術 に 関 す る 記 載 は な い 。

　 本 発 明 の 目 的 は 、 妨 害 キ ャ ン セ ラ や チ ュ ー ナ ブ ル フ ィ ル タ を 端 末 に 用 い る と き に 好 適 な

キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 技 術 や 制 御 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 端 末 の 送 信 系 か ら の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 用 信 号 と 受 信 系 の 電

力 検 出 器 （ Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ ； Received Signal Strength Indicator） を 用 い て 妨 害 キ ャ ン セ ラ や

チ ュ ー ナ ブ ル フ ィ ル タ の 通 過 帯 域 特 性 や 阻 止 帯 域 特 性 な ど の 性 能 を 最 適 値 に 合 わ せ る キ ャ

リ ブ レ ー シ ョ ン を 行 い 、 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン デ ー タ を 保 持 し て 実 動 作 時 に デ ー タ を 読 み 出

す こ と で 良 好 な 送 受 信 特 性 を 実 現 す る 。 チ ュ ー ナ ブ ル フ ィ ル タ は 、 通 過 帯 域 特 性 と 阻 止 帯

域 特 性 を 個 別 に キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 実 施 す る こ と で 最 適 化 を 図 り 、 キ ャ ン セ ラ は 、 阻 止 帯

域 周 波 数 と 阻 止 帯 域 の 減 衰 量 を 個 別 に キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン す る こ と で 最 適 化 を 図 る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 小 型 で 信 頼 性 が 高 く 且 つ 複 数 の バ ン ド に 対 応 可 能 な 移 動 通 信 端 末 用 モ

ジ ュ ー ル を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ９ 】
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【 図 １ 】 実 施 例 に お け る 移 動 通 信 端 末 用 モ ジ ュ ー ル の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 Ｗ Ｃ Ｄ Ｍ Ａ 、 Ｌ Ｔ Ｅ 方 式 で 用 い る 周 波 数 バ ン ド の 模 式 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 実 施 例 で 用 い る Ｄ Ｐ Ｘ ２ の 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 実 施 例 で 用 い る Ｄ Ｐ Ｘ ２ の 特 性 模 式 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 実 施 例 で 用 い る 妨 害 キ ャ ン セ ラ で 用 い る フ ィ ル タ の 回 路 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 実 施 例 で 用 い る メ モ リ の 構 成 を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 メ モ リ の デ ー タ の 保 存 と 読 み 出 し に つ い て 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 ８ 】 実 施 例 で 用 い る キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 動 作 を 説 明 す る ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 実 施 例 で 用 い る 制 御 部 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 実 施 例 で 用 い る キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 動 作 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 １ １ 】 実 施 例 で 用 い る キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 動 作 を 説 明 す る ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 実 施 例 で 用 い る 制 御 部 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 図 １ ３ 】 実 施 例 で 用 い る キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 動 作 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 １ ４ Ａ 】 実 施 例 で 用 い る 制 御 部 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 図 １ ４ Ｂ 】 実 施 例 で 用 い る 制 御 部 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 図 １ ５ 】 実 施 例 で 用 い る キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 動 作 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 １ ６ 】 実 施 例 で 用 い る 実 動 作 時 制 御 動 作 を 説 明 す る ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 １ ７ 】 実 施 例 で 用 い る 実 動 作 時 制 御 動 作 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 を す る 。

　 図 １ は 、 実 施 例 に お け る 移 動 通 信 端 末 用 モ ジ ュ ー ル の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

本 実 施 例 の 構 成 は 、 例 え ば Ｗ Ｃ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 等 の 移 動 通 信 端 末 用 モ ジ ュ ー ル を 対 象 と す る が

、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 は じ め に 信 号 の 流 れ を 説 明 す る 。 ベ ー ス バ ン ド ブ ロ ッ ク ３ ２ か ら 出 力 さ れ る 送 信 信 号 ３

１ は Ｔ ｘ Ｖ Ｃ Ｏ １ ５ 、 ロ ー カ ル １ ６ か ら の 信 号 に よ り 変 調 器 １ ７ で 周 波 数 変 換 さ れ 、 Ｒ Ｆ

Ｉ Ｃ ブ ロ ッ ク ２ １ よ り 出 力 さ れ る 。 Ｒ Ｆ Ｉ Ｃ ブ ロ ッ ク ２ １ か ら の 信 号 は Ｐ Ａ （ Power A mpl

ifier； パ ワ ー ア ン プ ） １ ４ で 増 幅 さ れ て Ｄ Ｐ Ｘ ２ の Ｔ ｘ フ ィ ル タ ４ に 入 力 さ れ 、 フ ィ ル

タ 処 理 に よ り 送 信 信 号 帯 域 を 抜 き 出 し て 、 ア ン テ ナ １ か ら 端 末 の 送 信 信 号 と し て 出 力 さ れ

る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 一 方 、 ア ン テ ナ １ で 受 信 さ れ た 受 信 信 号 は チ ュ ー ナ ブ ル フ ィ ル タ ２ の Ｒ ｘ フ ィ ル タ ３ に

入 力 さ れ 、 フ ィ ル タ 処 理 に よ り 受 信 信 号 帯 域 を 抜 き 出 さ れ て 、 Ｌ Ｎ Ａ （ Low Noise A mplif

ier； 低 雑 音 増 幅 器 ） １ ３ で 増 幅 さ れ 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｃ ブ ロ ッ ク ２ １ に 入 力 さ れ る 。 Ｒ Ｆ Ｉ Ｃ ブ

ロ ッ ク ２ １ に 入 力 さ れ た 信 号 は 、 Ｒ ｘ Ｖ Ｃ Ｏ １ ８ 、 ロ ー カ ル １ ９ か ら の 信 号 に よ り ミ キ サ

２ ０ で 周 波 数 変 換 さ れ 、 ベ ー ス バ ン ド ブ ロ ッ ク ３ ２ に 受 信 信 号 ３ ０ と し て 入 力 さ れ る 。 Ｄ

Ｐ Ｘ ２ は 、 複 数 バ ン ド の 送 受 信 を 可 能 と す る た め 、 Ｔ ｘ フ ィ ル タ ４ と Ｒ ｘ フ ィ ル タ ３ は 周

波 数 可 変 と し 、 制 御 信 号 ２ ５ に よ り 周 波 数 特 性 を 制 御 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 図 ２ は 、 Ｗ Ｃ Ｄ Ｍ Ａ 、 Ｌ Ｔ Ｅ 方 式 で 用 い る 周 波 数 バ ン ド の 模 式 図 で あ る 。 変 化 さ せ る 周

波 数 帯 域 は 、 例 え ば 図 ２ に 示 す よ う に ３ Ｇ Ｐ Ｐ の 規 格 と し て 決 め ら れ て い る バ ン ド に 対 応

可 能 な も の と す る 。

　 Ｄ Ｐ Ｘ ２ の 周 波 数 帯 域 を 可 変 と す る こ と で 、 従 来 の 固 定 周 波 数 方 式 に 比 べ て 妨 害 波 の 抑

圧 度 が 低 下 す る 。 特 に Ｗ Ｃ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 な ど の 端 末 で は 、 ア ン テ ナ １ で 受 信 し た 受 信 信 号 に

対 す る 最 も 大 き な 妨 害 波 は 、 端 末 自 体 か ら 基 地 局 に 向 か っ て 送 信 す る 送 信 信 号 で あ る 。 Ｄ

Ｐ Ｘ ２ で の 妨 害 波 の 抑 圧 度 が 低 下 す る こ と に よ り 、 Ｄ Ｐ Ｘ ２ の Ｔ ｘ フ ィ ル タ ４ と Ｒ ｘ フ ィ

ル タ ３ を 通 過 し た 前 記 送 信 信 号 が 、 ア ン テ ナ １ で 受 信 し た 受 信 信 号 に 与 え る 妨 害 は 、 従 来

よ り も 大 き く な る 問 題 が あ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】
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　 図 ３ は 、 実 施 例 で 用 い る Ｄ Ｐ Ｘ ２ の 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。

　 図 ３ の （ ａ ） に Ｄ Ｐ Ｘ ２ の 構 成 例 を 示 す 。 端 子 ３ ３ は ア ン テ ナ １ へ の 接 続 端 子 、 端 子 ３

４ は Ｔ ｘ 側 へ の 接 続 端 子 、 端 子 ３ ５ は Ｒ ｘ 側 へ の 接 続 端 子 で あ る 。 移 相 器 ４ ６ ， ４ ７ を 接

続 し て Ｒ ｘ フ ィ ル タ ３ と Ｔ ｘ フ ィ ル タ ４ が そ れ ぞ れ の 影 響 を 受 け な い よ う に す る 。 Ｒ ｘ フ

ィ ル タ ３ と Ｔ ｘ フ ィ ル タ ４ は 例 え ば Ｌ （ イ ン ダ ク タ ン ス ） と Ｃ （ 容 量 ） で 構 成 さ れ る Ｌ Ｃ

フ ィ ル タ で あ り 、 実 施 例 で は Ｔ ｘ フ ィ ル タ ４ は Ｌ ３ ８ ， ４ ４ と Ｃ ３ ９ ， ４ ５ 、 Ｒ ｘ フ ィ ル

タ は Ｌ ３ ６ ， ４ ２ と Ｃ ３ ７ ， ４ ３ か ら な る 。 通 過 す る 周 波 数 を 可 変 と す る た め 、 Ｃ ３ ７ ，

４ ３ ， ３ ９ ， ４ ５ は ス イ ッ チ 等 で 容 量 値 を 切 り 替 え る 機 能 を 持 つ 。 ま た 、 Ｒ ｘ フ ィ ル タ ３

は フ ィ ル タ を ス ル ー パ ス と す る ス イ ッ チ ４ ０ を 、 Ｔ ｘ フ ィ ル タ ４ は フ ィ ル タ を ス ル ー パ ス

と す る ス イ ッ チ ４ １ を そ れ ぞ れ 有 す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 図 ３ の （ ｃ ） は 、 可 変 周 波 数 フ ィ ル タ の 特 性 例 を 示 し た も の で あ る 。 通 過 帯 域 は 図 ３ の

（ ｂ ） に 示 し た Band１ ， Band２ の 帯 域 を 例 と し て い る 。 フ ィ ル タ を 可 変 特 性 と す る と 、 固

定 フ ィ ル タ の 場 合 に 比 べ て フ ィ ル タ の Ｑ が 劣 化 し て 減 衰 特 性 が 劣 化 す る た め ノ ッ チ を 入 れ

て 、 図 ３ の （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 Ｔ ｘ フ ィ ル タ ４ の 性 能 と し て Ｒ ｘ 帯 雑 音 の 抑 圧 度 が ２ ０

～ ３ ０ ｄ Ｂ 程 度 、 Ｒ ｘ フ ィ ル タ ３ の 性 能 と し て Ｔ ｘ 帯 の 抑 圧 度 が ２ ０ ～ ３ ０ ｄ Ｂ 程 度 を 得

る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 図 ４ は 、 実 施 例 で 用 い る Ｄ Ｐ Ｘ ２ の 特 性 模 式 図 で あ り 、 図 ３ の （ ａ ） で 示 し た ス イ ッ チ

４ ０ 、 ス イ ッ チ ４ １ を 用 い た 場 合 の 特 性 例 を 示 す 。 図 ４ の （ ａ ） は ス イ ッ チ ４ ０ ， ４ １ と

も オ ー プ ン 状 態 の 通 常 の 動 作 特 性 で あ り 、 Ｔ ｘ フ ィ ル タ ４ 、 Ｒ ｘ フ ィ ル タ ３ と も Band１ の

信 号 を 通 過 さ せ る 設 定 と な っ て い る 。 図 ４ の （ ｂ ） は ス イ ッ チ ４ １ を シ ョ ー ト し た 特 性 で

あ り 、 Ｔ ｘ フ ィ ル タ ４ 出 力 は 平 坦 な 特 性 と な る 。 図 ４ の （ ｃ ） は ス イ ッ チ ４ ０ を シ ョ ー ト

し た 特 性 で あ り 、 Ｒ ｘ フ ィ ル タ ３ 出 力 は 平 坦 な 特 性 が 得 ら れ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 従 来 の 固 定 周 波 数 方 式 に よ る Ｄ Ｐ Ｘ の 妨 害 抑 圧 度 は 、 Ｒ ｘ 帯 、 Ｔ ｘ 帯 と も ５ ０ ～ ６ ０ ｄ

Ｂ 程 度 あ っ た の に 対 し て 、 本 実 施 例 で 用 い る 周 波 数 帯 域 が 可 変 な Ｄ Ｐ Ｘ ２ の 妨 害 抑 圧 度 は

、 Ｒ ｘ 帯 、 Ｔ ｘ 帯 と も ２ ０ ～ ３ ０ ｄ Ｂ 程 度 と 小 さ い 。 こ の た め 、 図 １ で 示 し た よ う に 、 送

信 信 号 の 受 信 側 へ の 漏 れ こ み を キ ャ ン セ ル す る 妨 害 波 キ ャ ン セ ラ ブ ロ ッ ク ４ ８ を 用 い て 、

必 要 な 妨 害 抑 圧 度 を 得 る よ う に す る 。 妨 害 キ ャ ン セ ラ ４ ８ は 、 Ｐ Ａ １ ４ 出 力 の 送 信 信 号 を

分 配 し て 妨 害 波 キ ャ ン セ ラ に 入 力 す る 分 配 器 １ ０ 、 Ｔ ｘ フ ィ ル タ ５ 、 振 幅 調 整 器 ７ 、 位 相

調 整 器 ８ 及 び 遅 延 調 整 器 ９ 、 Ｒ ｘ フ ィ ル タ ６ 、 妨 害 波 キ ャ ン セ ラ の 出 力 を Ｌ Ｎ Ａ 入 力 に 合

成 す る 合 成 器 １ １ の フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド ル ー プ に よ り 構 成 さ れ る 。 こ の フ ィ ー ド フ ォ ワ ー

ド ル ー プ で キ ャ ン セ ル さ れ る 妨 害 波 は 、 Ｄ Ｐ Ｘ ２ を 介 し て 送 信 系 か ら 受 信 系 に 漏 洩 し て き

た 送 信 信 号 、 お よ び 同 じ く Ｄ Ｐ Ｘ ２ を 介 し て 送 信 系 か ら 受 信 系 に 漏 洩 し て き た 受 信 信 号 帯

の 雑 音 で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 図 ５ は 、 実 施 例 で 用 い る 妨 害 キ ャ ン セ ラ で 用 い る フ ィ ル タ の 回 路 図 で あ る 。

　 図 ５ の （ ａ ） に Ｔ ｘ フ ィ ル タ ５ 、 図 ５ の （ ｂ ） に Ｒ ｘ フ ィ ル タ ６ の 構 成 例 を 示 す 。 Ｒ ｘ

フ ィ ル タ ６ と Ｔ ｘ フ ィ ル タ ５ は 例 え ば Ｌ （ イ ン ダ ク タ ン ス ） と Ｃ （ 容 量 ） で 構 成 さ れ る Ｌ

Ｃ フ ィ ル タ で あ り 、 実 施 例 で は Ｔ ｘ フ ィ ル タ ５ は Ｌ ５ ７ ， ６ ０ と Ｃ ５ ９ ， ６ １ 、 Ｒ ｘ フ ィ

ル タ は Ｌ ５ １ ， ５ ４ と Ｃ ５ ３ ， ５ ５ か ら な る 。 通 過 す る 周 波 数 を 可 変 と す る た め 、 Ｃ ５ ３

， ５ ５ ， ５ ９ ， ６ １ は ス イ ッ チ 等 で 容 量 値 を 切 り 替 え る 機 能 を 持 つ 。 ま た 、 Ｒ ｘ フ ィ ル タ

６ は フ ィ ル タ を ス ル ー パ ス す る ス イ ッ チ ５ ２ を 、 Ｔ ｘ フ ィ ル タ ５ は フ ィ ル タ を ス ル ー パ ス

す る ス イ ッ チ ５ ８ を そ れ ぞ れ 有 す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 Ｄ Ｐ Ｘ ２ に 用 い る Ｒ ｘ フ ィ ル タ ３ 、 Ｔ ｘ フ ィ ル タ ４ お よ び 妨 害 波 キ ャ ン セ ラ ４ ８ に 用 い

る 各 ブ ロ ッ ク は 高 精 度 の 誤 差 制 御 が 必 要 と な る た め 、 実 際 の 携 帯 電 話 網 で 信 号 の 送 受 信 を

行 う 実 動 作 前 の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン と 実 動 作 時 の 誤 差 調 整 制 御 を 行 う 。

　 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン は 各 ブ ロ ッ ク の ば ら つ き 補 正 を 行 う も の で あ り 、 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ
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ン で 得 た デ ー タ は 、 各 ブ ロ ッ ク の 所 要 性 能 を 得 る た め の 初 期 制 御 デ ー タ と し て メ モ リ ２ ７

に 保 持 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 ６ は 、 実 施 例 で 用 い る メ モ リ の 構 成 を 説 明 す る 図 で あ り 、 メ モ リ ２ ７ に 保 存 す る 制 御

デ ー タ の 例 を 示 す 。 各 バ ン ド に 対 し て Ｔ ｘ フ ィ ル タ ４ や 振 幅 調 整 器 ７ な ど の 最 適 制 御 デ ー

タ を 、 初 期 値 と し て 例 え ば ８ ビ ッ ト デ ー タ で 保 存 す る 。 一 方 、 後 記 す る よ う に 実 動 作 時 の

誤 差 調 整 制 御 は 、 実 動 作 時 に お け る Ｓ Ｎ を は じ め と す る パ ラ メ ー タ の 、 各 ブ ロ ッ ク の 所 要

性 能 か ら の ず れ を 検 出 し て 補 正 を か け る も の で あ り 、 同 じ く 制 御 値 デ ー タ と し て メ モ リ ２

７ に 例 え ば ８ ビ ッ ト デ ー タ で 保 持 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 図 ７ は 、 メ モ リ の デ ー タ の 保 存 と 読 み 出 し に つ い て 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図

７ の 処 理 フ ロ ー を 用 い て 、 メ モ リ ２ ７ に 対 す る デ ー タ の 保 存 と 読 み 出 し に つ い て 、 図 中 に

付 し た ス テ ッ プ 番 号 （ Ｓ ） を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 工 場 な ど の 出 荷 時 に 行 う 初 期 キ ャ リ

ブ レ ー シ ョ ン 後 （ Ｓ ７ ０ １ ） 、 メ モ リ ２ ７ に 各 部 デ ー タ を 保 存 格 納 す る （ Ｓ ７ ０ ２ ） 。 フ

ィ ー ル ド 等 で 端 末 を 立 ち 上 げ た と き に （ Ｓ ７ ０ ３ ） 、 例 え ば Band１ を 用 い る 場 合 に （ Ｓ ７

０ ４ ） 、 メ モ リ ２ ７ よ り Band１ の 各 部 デ ー タ を 読 み 出 す （ Ｓ ７ ０ ５ ） 。 こ の 後 、 各 ブ ロ ッ

ク の 誤 差 調 整 制 御 を 行 い （ Ｓ ７ ０ ６ ） 、 Band１ の 新 し い デ ー タ と し て メ モ リ ２ ７ に 保 存 す

る （ Ｓ ７ ０ ７ ） 。 そ の 後 、 使 用 周 波 数 が 例 え ば Band２ に 変 わ っ た 場 合 に （ Ｓ ７ ０ ８ ） 、 メ

モ リ ２ ７ よ り Band２ の 各 部 デ ー タ を 読 み 出 す （ Ｓ ７ ０ ９ ） 。 こ の 後 、 各 ブ ロ ッ ク の 誤 差 調

整 制 御 を 行 い （ Ｓ ７ １ ０ ） 、 Band２ の 新 し い デ ー タ と し て メ モ リ ２ ７ に 保 存 す る （ Ｓ ７ １

１ ） 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 本 実 施 例 に よ れ ば 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ０ １ で 各 可 変 ブ ロ ッ ク の 初 期 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン を 行

う こ と で 、 各 ブ ロ ッ ク の ば ら つ き 補 正 を 行 う こ と が で き 、 ま た ス テ ッ プ Ｓ ７ ０ ２ で キ ャ リ

ブ レ ー シ ョ ン デ ー タ を メ モ リ に 保 存 す る こ と で 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ０ ３ で の 端 末 立 ち 上 げ 時 に

ス テ ッ プ Ｓ ７ ０ ５ で 迅 速 に 各 ブ ロ ッ ク の 所 要 デ ー タ を 読 み 込 む こ と が で き る 。 ま た 、 端 末

動 作 時 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ０ ６ で 各 ブ ロ ッ ク の 制 御 デ ー タ の 誤 差 調 整 制 御 を 行 う こ と で 、 常

に 良 好 な 端 末 特 性 を 得 る こ と が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 ３ 、 図 ４ と 図 ８ ～ 図 １ ０ を 用 い て 、 第 １ の 実 施 例 の Ｄ Ｐ Ｘ ２ 内 Ｒ ｘ フ ィ ル タ ３ 、 Ｔ ｘ

フ ィ ル タ ４ の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 動 作 に つ い て 説 明 す る 。

　 図 ８ は 、 実 施 例 で 用 い る キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 動 作 を 説 明 す る ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

　 図 ９ は 、 実 施 例 で 用 い る 制 御 部 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。

　 図 １ ０ は 、 実 施 例 で 用 い る キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 動 作 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ り 、

Ｔ ｘ フ ィ ル タ の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン の 場 合 を 示 し て い る が 、 Ｒ ｘ フ ィ ル タ の 場 合 で も 図 中

の Ｔ ｘ を Ｒ ｘ と 置 換 え れ ば 他 は 同 様 で あ っ て 良 い の で 、 Ｒ ｘ フ ィ ル タ の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ

ン に お い て も 図 １ ０ に 基 づ き 説 明 す る 。 以 下 、 図 ８ の ブ ロ ッ ク 図 に お け る 動 作 を 、 図 １ ０

の フ ロ ー チ ャ ー ト に 付 し た ス テ ッ プ 番 号 （ Ｓ ） を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 図 ８ で 示 す よ う に 、 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン に は Ｒ Ｆ Ｉ Ｃ 部 ２ １ 内 の Ｔ ｘ Ｖ Ｃ Ｏ １ ５ か ら の

信 号 を 用 い る 。 Ｄ Ｐ Ｘ ２ の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン と し て 、 図 ２ に 示 し た Band１ の キ ャ リ ブ レ

ー シ ョ ン を 行 う 場 合 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。

　 は じ め に Ｔ ｘ フ ィ ル タ ４ の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン に つ い て 述 べ る 。 Ｔ ｘ フ ィ ル タ ４ の キ ャ

リ ブ レ ー シ ョ ン で は 、 通 過 帯 域 の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン と 阻 止 帯 域 の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン を

行 う 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 は じ め に 通 過 帯 域 の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン （ Ｓ １ ０ ０ １ ～ Ｓ １ ０ ０ ９ ） に つ い て 説 明 す る

。 Ｔ ｘ Ｖ Ｃ Ｏ １ ５ ， Ｔ ｘ ロ ー カ ル １ ６ か ら の 出 力 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 用 信 号 を Band１ の Ｔ

ｘ 信 号 周 波 数 （ 例 え ば 1950Ｍ Ｈ ｚ ） に 設 定 す る 。 Ｒ ｘ フ ィ ル タ ３ は 図 ３ で 示 し た ス イ ッ チ

４ ０ を Ｏ Ｎ と し て シ ョ ー ト 状 態 と し 、 図 ４ の （ ｃ ） に 示 し た よ う に フ ィ ル タ 特 性 を も た ず
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、 平 坦 な 特 性 と す る 。 ス イ ッ チ ４ ０ を 用 い な い 場 合 は 、 Ｒ ｘ フ ィ ル タ の Ｔ ｘ 帯 通 過 損 失 が

小 さ く な る よ う に Ｒ ｘ フ ィ ル タ を 制 御 す る （ Ｓ １ ０ ０ ２ ） 。 こ の よ う に す る こ と で 、 Ｒ ｘ

フ ィ ル タ ３ の 影 響 を 受 け ず に Ｔ ｘ フ ィ ル タ ４ の 通 過 帯 域 設 定 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。 ま

た 、 Ｒ ｘ Ｖ Ｃ Ｏ １ ８ ， Ｒ ｘ ロ ー カ ル １ ９ か ら の ロ ー カ ル 信 号 を Band１ の Ｔ ｘ 信 号 周 波 数 ＋

１ Ｍ Ｈ ｚ （ 例 え ば 1951Ｍ Ｈ ｚ ） に 設 定 す る （ Ｓ １ ０ ０ ３ ） 。 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 用 信 号 は

Ｐ Ａ １ ４ を 介 し て Ｄ Ｐ Ｘ ２ に 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 制 御 回 路 ２ ３ が Ｔ ｘ フ ィ ル タ ４ の 周 波 数 特 性 を 制 御 す る た め の 制 御 デ ー タ の 初 期 設 定 値

は デ フ ォ ル ト 設 定 （ 例 え ば 制 御 ビ ッ ト の 中 心 値 ） で あ る （ Ｓ １ ０ ０ ４ ） 。 Ｔ ｘ フ ィ ル タ ４

、 ス イ ッ チ ４ ０ を 通 っ た 信 号 は Ｌ Ｎ Ａ １ ３ を 介 し て 、 ミ キ サ ２ ０ で 図 ９ の （ ａ ） に 示 す よ

う に １ Ｍ Ｈ zの 信 号 に 周 波 数 変 換 さ れ る 。 １ Ｍ Ｈ zの 信 号 は Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ ２ ２ で レ ベ ル 検 波 さ れ

（ Ｓ １ ０ ０ ５ ） 、 検 出 レ ベ ル は 制 御 回 路 ２ ３ に 報 告 さ れ る （ Ｓ １ ０ ０ ６ ） 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 制 御 回 路 ２ ３ で は 、 基 準 値 と 検 出 レ ベ ル を 比 較 し （ Ｓ １ ０ ０ ７ ） 、 比 較 結 果 に 応 じ て 制

御 信 号 ２ ５ で 検 出 レ ベ ル が 高 く な る よ う に Ｔ ｘ フ ィ ル タ ４ を 制 御 す る （ Ｓ １ ０ ０ ７ → Ｓ １

０ ０ ４ ） 。 図 ９ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 例 え ば Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ ２ ２ で の 検 出 レ ベ ル が 最 も 高 く な

っ た 制 御 デ ー タ の 値 を Band１ の Ｔ ｘ フ ィ ル タ の 通 過 帯 域 の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 結 果 と し て

メ モ リ ２ ７ に 保 存 す る 。 或 い は 、 Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ ２ ２ で の 検 出 レ ベ ル が 所 定 の 基 準 値 以 上 で あ れ

ば 、 そ の 制 御 デ ー タ の 値 を メ モ リ ２ ７ に 保 存 し て も 良 い （ Ｓ １ ０ ０ ８ ） 。 同 様 の キ ャ リ ブ

レ ー シ ョ ン を 必 要 な 全 バ ン ド に つ い て 実 施 す る （ Ｓ １ ０ ０ ９ → Ｓ １ ０ ０ ３ ） 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 次 に 阻 止 帯 域 の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン （ Ｓ １ ０ １ ０ ～ Ｓ １ ０ １ ７ ） に つ い て 説 明 す る 。 Ｔ

ｘ Ｖ Ｃ Ｏ １ ５ ， Ｔ ｘ ロ ー カ ル １ ６ か ら の 出 力 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 用 信 号 を Band１ の Ｒ ｘ 信

号 周 波 数 （ 例 え ば 2140Ｍ Ｈ ｚ ） に 設 定 す る 。 ま た 、 Ｒ ｘ Ｖ Ｃ Ｏ １ ８ ， Ｒ ｘ ロ ー カ ル １ ９ か

ら の ロ ー カ ル 信 号 を Band１ の Ｒ ｘ 信 号 周 波 数 ＋ １ Ｍ Ｈ ｚ （ 例 え ば 2141Ｍ Ｈ ｚ ） に 設 定 す る

（ Ｓ １ ０ １ １ ） 。 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 用 信 号 は Ｐ Ａ １ ４ を 介 し て Ｄ Ｐ Ｘ ２ に 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 制 御 回 路 ２ ３ が Ｔ ｘ フ ィ ル タ ４ の 周 波 数 特 性 を 制 御 す る た め の 制 御 デ ー タ の 初 期 設 定 値

は 、 デ フ ォ ル ト 設 定 （ 例 え ば 制 御 ビ ッ ト の 中 心 値 ） で あ る （ Ｓ １ ０ １ ２ ） 。 Ｔ ｘ フ ィ ル タ

４ を 通 っ た 信 号 は Ｌ Ｎ Ａ １ ３ を 介 し て 、 ミ キ サ ２ ０ で 図 ９ の （ ａ ） に 示 す よ う に １ Ｍ Ｈ ｚ

の 信 号 に 周 波 数 変 換 さ れ る 。 １ Ｍ Ｈ ｚ の 信 号 は Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ （ Received Signal Strength Ind

icator； 受 信 電 力 検 出 器 ） ２ ２ で レ ベ ル 検 波 さ れ （ Ｓ １ ０ １ ３ ） 、 検 出 レ ベ ル は 制 御 回 路

２ ３ に 報 告 さ れ る （ Ｓ １ ０ １ ４ ） 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 制 御 回 路 ２ ３ で は 、 基 準 値 と 検 出 レ ベ ル を 比 較 し 、 比 較 結 果 に 応 じ て 制 御 信 号 ２ ５ で 検

出 レ ベ ル が 低 く な る よ う に Ｔ ｘ フ ィ ル タ ４ を 制 御 す る （ Ｓ １ ０ １ ５ → Ｓ １ ０ １ ２ ） 。 図 ９

の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 例 え ば Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ ２ ２ の 検 出 レ ベ ル が 最 も 低 く な っ た 制 御 デ ー タ の

値 を Band１ の Ｔ ｘ フ ィ ル タ の 阻 止 帯 域 の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 結 果 と し て メ モ リ ２ ７ に 保 存

す る 。 或 い は 、 Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ ２ ２ で の 検 出 レ ベ ル が 所 定 の 基 準 値 以 下 で あ れ ば 、 そ の 制 御 デ ー

タ の 値 を メ モ リ ２ ７ に 保 存 し て も 良 い （ Ｓ １ ０ １ ６ ） 。 同 様 の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン を 必 要

な 全 バ ン ド に つ い て 実 施 す る （ Ｓ １ ０ １ ７ ） 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 次 に Ｒ ｘ フ ィ ル タ ３ の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン に つ い て 説 明 す る 。 Ｒ ｘ フ ィ ル タ ３ の キ ャ リ

ブ レ ー シ ョ ン で も 通 過 帯 域 の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン と 阻 止 帯 域 の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン を 行 う

。

　 は じ め に 通 過 帯 域 の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン （ Ｓ １ ０ ０ １ ～ Ｓ １ ０ ０ ９ ） に つ い て 説 明 す る

。 Ｔ ｘ Ｖ Ｃ Ｏ １ ５ ， Ｔ ｘ ロ ー カ ル １ ６ か ら の 出 力 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 用 信 号 を Band１ の Ｒ

ｘ 信 号 周 波 数 （ 例 え ば 2140Ｍ Ｈ ｚ ） に 設 定 す る 。 Ｔ ｘ フ ィ ル タ ４ は 図 ３ で 示 し た ス イ ッ チ

４ １ を Ｏ Ｎ と し て シ ョ ー ト 状 態 と し 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 し た よ う に フ ィ ル タ 特 性 を も た ず 、

平 坦 な 特 性 と す る （ Ｓ １ ０ ０ ２ ） 。 こ の よ う に す る こ と で 、 Ｔ ｘ フ ィ ル タ ４ の 影 響 を 受 け
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ず に Ｒ ｘ フ ィ ル タ ３ の 設 定 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 Ｒ ｘ Ｖ Ｃ Ｏ １ ８ ， Ｒ ｘ ロ ー カ

ル １ ９ か ら の ロ ー カ ル 信 号 を Band１ の Ｒ ｘ 信 号 周 波 数 ＋ １ Ｍ Ｈ ｚ （ 例 え ば 2141Ｍ Ｈ ｚ ） に

設 定 す る （ Ｓ １ ０ ０ ３ ） 。 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 用 信 号 は Ｐ Ａ １ ４ を 介 し て Ｄ Ｐ Ｘ ２ に 入 力

さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 制 御 回 路 ２ ３ が Ｒ ｘ フ ィ ル タ ３ の 周 波 数 特 性 を 制 御 す る た め の 制 御 デ ー タ の 初 期 設 定 値

は デ フ ォ ル ト 設 定 （ 例 え ば 制 御 ビ ッ ト の 中 心 値 ） で あ る （ Ｓ １ ０ ０ ４ ） 。 ス イ ッ チ ４ １ 、

Ｒ ｘ フ ィ ル タ ３ を 通 っ た 信 号 は Ｌ Ｎ Ａ １ ３ を 介 し て 、 ミ キ サ ２ ０ で 図 ９ （ ａ ） に 示 す よ う

に １ Ｍ Ｈ zの 信 号 に 周 波 数 変 換 さ れ る 。 １ Ｍ Ｈ zの 信 号 は Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ ２ ２ で レ ベ ル 検 波 さ れ （

Ｓ １ ０ ０ ５ ） 、 検 出 レ ベ ル は 制 御 回 路 ２ ３ に 報 告 さ れ る （ Ｓ １ ０ ０ ６ ） 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 制 御 回 路 ２ ３ で は 、 基 準 値 と 検 出 レ ベ ル を 比 較 し 、 比 較 結 果 に 応 じ て 制 御 信 号 ２ ５ で 検

出 レ ベ ル が 高 く な る よ う に Ｒ ｘ フ ィ ル タ ３ を 制 御 す る （ Ｓ １ ０ ０ ７ → Ｓ １ ０ ０ ４ ） 。 図 ９

（ ｂ ） に 示 す よ う に 、 例 え ば Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ ２ ２ の 検 出 レ ベ ル が 最 も 高 く な っ た 制 御 デ ー タ の 値

を Band１ の Ｒ ｘ フ ィ ル タ の 通 過 帯 域 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 結 果 と し て メ モ リ ２ ７ に 保 存 す る

。 或 い は 、 Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ ２ ２ で の 検 出 レ ベ ル が 所 定 の 基 準 値 以 上 で あ れ ば 、 そ の 制 御 デ ー タ の

値 を メ モ リ ２ ７ に 保 存 し て も 良 い （ Ｓ １ ０ ０ ８ ） 。 同 様 の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン を 必 要 な 全

バ ン ド に つ い て 実 施 す る （ Ｓ １ ０ ０ ９ → Ｓ １ ０ ０ ３ ） 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 次 に 阻 止 帯 域 の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン （ Ｓ １ ０ １ ０ → Ｓ １ ０ １ ７ ） に つ い て 説 明 す る 。 Ｔ

ｘ Ｖ Ｃ Ｏ １ ５ ， Ｔ ｘ ロ ー カ ル １ ６ か ら の 出 力 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 用 信 号 を Band１ の Ｔ ｘ 信

号 周 波 数 （ 例 え ば 1950Ｍ Ｈ ｚ ） に 設 定 す る 。 ま た 、 Ｒ ｘ Ｖ Ｃ Ｏ １ ８ ， Ｒ ｘ ロ ー カ ル １ ９ か

ら の ロ ー カ ル 信 号 を Band１ の Ｔ ｘ 信 号 周 波 数 ＋ １ Ｍ Ｈ ｚ （ 例 え ば 1951Ｍ Ｈ ｚ ） に 設 定 す る

（ Ｓ １ ０ １ １ ） 。 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 用 信 号 は Ｐ Ａ １ ４ を 介 し て Ｄ Ｐ Ｘ ２ に 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 制 御 回 路 ２ ３ が Ｒ ｘ フ ィ ル タ ３ の 周 波 数 特 性 を 制 御 す る た め の 制 御 デ ー タ の 初 期 設 定 値

は デ フ ォ ル ト 設 定 （ 例 え ば 制 御 ビ ッ ト の 中 心 値 ） で あ る （ Ｓ １ ０ １ ２ ） 。 Ｒ ｘ フ ィ ル タ ３

を 通 っ た 信 号 は Ｌ Ｎ Ａ １ ３ を 介 し て 、 ミ キ サ ２ ０ で 図 ９ （ ａ ） に 示 す よ う に １ Ｍ Ｈ zの 信

号 に 周 波 数 変 換 さ れ る 。 １ Ｍ Ｈ zの 信 号 は Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ ２ ２ で レ ベ ル 検 波 さ れ （ Ｓ １ ０ １ ３ ）

、 検 出 レ ベ ル は 制 御 回 路 ２ ３ に 報 告 さ れ る （ Ｓ １ ０ １ ４ ） 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 制 御 回 路 ２ ３ で は 、 基 準 値 と 検 出 レ ベ ル を 比 較 し 、 比 較 結 果 に 応 じ て 制 御 信 号 ２ ５ で 検

出 レ ベ ル が 低 く な る よ う に Ｒ ｘ フ ィ ル タ ３ を 制 御 す る （ Ｓ １ ０ １ ５ → Ｓ １ ０ １ ２ ） 。 図 ９

（ ｂ ） に 示 す よ う に 、 例 え ば Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ ２ ２ の 検 出 レ ベ ル が 最 も 低 く な っ た 制 御 デ ー タ の 値

を Band１ の Ｒ ｘ フ ィ ル タ の 阻 止 帯 域 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 結 果 と し て メ モ リ ２ ７ に 保 存 す る

。 或 い は 、 Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ ２ ２ で の 検 出 レ ベ ル が 所 定 の 基 準 値 以 下 で あ れ ば 、 そ の 制 御 デ ー タ の

値 を メ モ リ ２ ７ に 保 存 し て も 良 い （ Ｓ １ ０ １ ６ ） 。 同 様 の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン を 必 要 な 全

バ ン ド に つ い て 実 施 す る （ Ｓ １ ０ １ ７ ） 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 本 実 施 例 で は 、 ス イ ッ チ を 用 い て 、 Ｔ ｘ フ ィ ル タ の 通 過 帯 域 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 時 は Ｒ

ｘ フ ィ ル タ を ス ル ー モ ー ド 、 Ｒ ｘ フ ィ ル タ の 通 過 帯 域 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 時 は Ｔ ｘ フ ィ ル

タ を ス ル ー モ ー ド と す る 方 式 に つ い て 記 載 し た が 、 こ れ に 限 る も の で は な い 。 例 え ば Ｔ ｘ

フ ィ ル タ キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 時 は Ｒ ｘ フ ィ ル タ を Ｔ ｘ フ ィ ル タ と ほ ぼ 同 特 性 に 、 Ｒ ｘ フ ィ

ル タ キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 時 は Ｔ ｘ フ ィ ル タ を Ｒ ｘ フ ィ ル タ と ほ ぼ 同 特 性 に す る 等 、 Ｔ ｘ フ

ィ ル タ キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 時 は Ｒ ｘ フ ィ ル タ が 影 響 を 及 ぼ さ な い よ う に 、 Ｒ ｘ フ ィ ル タ キ

ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 時 は Ｔ ｘ フ ィ ル タ が 影 響 を お よ ぼ さ な い よ う に 設 定 す る 方 式 で あ れ ば ど

の よ う な 方 式 で も 良 い 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 本 実 施 例 に よ れ ば 、 Ｔ ｘ フ ィ ル タ 、 Ｒ ｘ フ ィ ル タ と も 、 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン に よ り 通 過

帯 域 と 阻 止 帯 域 を 個 別 に 最 適 化 す る こ と で 、 通 過 損 失 が 小 さ く 、 妨 害 抑 圧 度 が 高 い フ ィ ル
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タ 特 性 が 得 ら れ る 効 果 が あ る 。 ま た 、 送 信 （ Ｔ ｘ ） 系 か ら の 信 号 を 用 い 、 受 信 （ Ｒ ｘ ） 系

の Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ を 用 い て 信 号 レ ベ ル を 検 出 し て フ ィ ル タ の 設 定 値 を 決 め る こ と に よ り 、 フ ィ ル

タ に ば ら つ き が あ っ て も 補 正 可 能 な キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 方 式 を 、 新 た な 構 成 要 素 を 追 加 せ

ず に 既 存 の 構 成 要 素 を 用 い て 提 供 す る こ と が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 次 に 図 １ １ ～ 図 １ ５ を 用 い て 、 第 １ の 実 施 例 の 妨 害 波 キ ャ ン セ ラ ４ ８ 内 の Ｔ ｘ フ ィ ル タ

５ 、 振 幅 調 整 器 ７ 、 位 相 調 整 器 ８ 及 び 遅 延 調 整 器 ９ 、 Ｒ ｘ フ ィ ル タ ６ の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ

ン 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 妨 害 波 キ ャ ン セ ラ ４ ８ の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 時 は 妨 害 波 キ ャ ン

セ ラ ４ ８ と と も に Ｄ Ｐ Ｘ ２ も 動 作 さ せ る 。 Ｄ Ｐ Ｘ ２ 動 作 時 の 設 定 デ ー タ は 先 に 述 べ た Ｄ Ｐ

Ｘ ２ キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 実 施 後 の デ ー タ を 用 い る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 図 １ １ は 、 実 施 例 で 用 い る キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 動 作 を 説 明 す る ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 １

１ で 示 す よ う に 、 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン に は Ｒ Ｆ Ｉ Ｃ 部 ２ １ 内 の Ｔ ｘ Ｖ Ｃ Ｏ １ ５ か ら の 信 号

を 用 い る 。 妨 害 波 キ ャ ン セ ラ ４ ８ の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン と し て 、 図 ２ に 示 し た Band1の キ

ャ リ ブ レ ー シ ョ ン を 行 う 場 合 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。

　 図 １ ２ は 、 実 施 例 で 用 い る 制 御 部 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 １ ２ の （ ａ ） に 妨 害 波 キ

ャ ン セ ラ ４ ８ の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 前 の 、 妨 害 キ ャ ン セ ラ ４ ８ 出 力 の 周 波 数 特 性 模 式 図 を

示 す 。 Ｒ ｘ 抑 圧 ノ ッ チ と Ｔ ｘ 抑 圧 ノ ッ チ の ２ つ の ノ ッ チ 特 性 が 見 ら れ る が 、 ノ ッ チ 周 波 数

が そ れ ぞ れ Ｒ ｘ 信 号 周 波 数 、 Ｔ ｘ 信 号 周 波 数 か ら ず れ て い る 。 こ の ず れ を 妨 害 波 キ ャ ン セ

ラ ４ ８ 内 の Ｔ ｘ フ ィ ル タ ５ と Ｒ ｘ フ ィ ル タ ６ の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン で 調 整 す る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 図 １ ２ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 Ｔ ｘ フ ィ ル タ ５ の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン に よ り Ｒ ｘ 抑 圧 ノ

ッ チ 周 波 数 を Ｒ ｘ 周 波 数 に ほ ぼ 一 致 さ せ 、 図 １ ２ の （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 Ｒ ｘ フ ィ ル タ ６

の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン に よ り Ｔ ｘ 抑 圧 ノ ッ チ 周 波 数 を ほ ぼ Ｔ ｘ 周 波 数 に 一 致 さ せ る 。 Ｔ ｘ

フ ィ ル タ ５ の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 時 は Ｒ ｘ 周 波 数 （ Band１ の 場 合 は 2.14Ｇ Ｈ ｚ ） を 用 い 、

Ｒ ｘ フ ィ ル タ ６ の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 時 は Ｔ ｘ 周 波 数 (Band1の 場 合 は 1.95Ｇ Ｈ ｚ )を 用 い

、 い ず れ も 図 １ ２ の （ ｄ ） に 示 す よ う に 例 え ば １ Ｍ Ｈ ｚ の 周 波 数 信 号 に 変 換 し た 後 、 Ｒ Ｓ

Ｓ Ｉ レ ベ ル を 検 出 し て 、 図 １ ２ の （ ｅ ） と （ ｆ ） で 示 す よ う に 、 制 御 ビ ッ ト に よ り Ｒ Ｓ Ｓ

Ｉ レ ベ ル が 小 さ く な る よ う に キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン を 行 う 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 図 １ ３ は 、 実 施 例 で 用 い る キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 動 作 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ り 、

Ｔ ｘ フ ィ ル タ 、 Ｒ ｘ フ ィ ル タ の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン の フ ロ ー チ ャ ー ト を 示 す 。 以 下 、 図 １

１ の ブ ロ ッ ク 図 に お け る 動 作 を 、 図 １ ３ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 付 し た ス テ ッ プ 番 号 （ Ｓ ） を

参 照 し な が ら 説 明 す る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 は じ め に Ｔ ｘ フ ィ ル タ ５ の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン を 行 う （ Ｓ １ ３ ０ １ ） 。 Ｔ ｘ Ｖ Ｃ Ｏ １ ５

， Ｔ ｘ ロ ー カ ル １ ６ か ら の 出 力 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 用 信 号 を Band1の Ｒ ｘ 信 号 周 波 数 （ 例

え ば 2140Ｍ Ｈ ｚ ） に 設 定 す る 。 ま た 、 Ｒ ｘ Ｖ Ｃ Ｏ １ ８ ， Ｒ ｘ ロ ー カ ル １ ９ か ら の ロ ー カ ル

信 号 を Band1の Ｒ ｘ 信 号 周 波 数 ＋ １ Ｍ Ｈ ｚ （ 例 え ば 2141Ｍ Ｈ ｚ ） に 設 定 す る （ Ｓ １ ３ ０ ２

） 。 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 用 信 号 は Ｐ Ａ １ ４ を 介 し て 妨 害 波 キ ャ ン セ ラ ４ ８ に 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 Ｔ ｘ フ ィ ル タ ５ の 初 期 設 定 値 は デ フ ォ ル ト 設 定 （ 例 え ば Ｄ Ｐ Ｘ ２ の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン

で 設 定 し た 制 御 ビ ッ ト ） で あ る （ Ｓ １ ３ ０ ３ ） 。 Ｔ ｘ フ ィ ル タ ５ 、 振 幅 調 整 器 ７ 、 位 相 調

整 器 ８ 及 び 遅 延 調 整 器 ９ 、 Ｒ ｘ フ ィ ル タ ６ を 通 っ た 信 号 は 合 成 器 １ １ で 合 成 さ れ 、 Ｌ Ｎ Ａ

１ ３ を 介 し て ミ キ サ ２ ０ で 図 １ ２ の （ ｄ ） に 示 す よ う に １ Ｍ Ｈ zの 信 号 に 周 波 数 変 換 さ れ

る 。 １ Ｍ Ｈ zの 信 号 は Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ ２ ２ で レ ベ ル 検 波 さ れ （ Ｓ １ ３ ０ ４ ） 、 検 出 レ ベ ル は 制 御

回 路 ２ ３ に 報 告 さ れ る （ Ｓ １ ３ ０ ５ ） 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 制 御 回 路 ２ ３ で は 、 基 準 値 と 検 出 レ ベ ル を 比 較 し 、 比 較 結 果 に 応 じ て 制 御 信 号 ２ ５ で 検

出 レ ベ ル が 低 く な る よ う に Ｔ ｘ フ ィ ル タ ５ を 制 御 す る （ Ｓ １ ３ ０ ６ → Ｓ １ ３ ０ ３ ） 。 図 １
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２ の （ ｅ ） に 示 す よ う に 、 例 え ば Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ ２ ２ の 検 出 レ ベ ル が 最 も 低 く な っ た 制 御 デ ー タ

の 値 を Band1の Ｔ ｘ フ ィ ル タ の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 結 果 と し て メ モ リ ２ ７ に 保 存 す る 。 或

い は 、 Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ ２ ２ で の 検 出 レ ベ ル が 所 定 の 基 準 値 以 下 で あ れ ば 、 そ の 制 御 デ ー タ の 値 を

メ モ リ ２ ７ に 保 存 し て も 良 い （ Ｓ １ ３ ０ ７ ） 。 同 様 の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン を 必 要 な 全 バ ン

ド に つ い て 実 施 す る （ Ｓ １ ３ ０ ８ → Ｓ １ ３ ０ ２ ） 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 次 に Ｒ ｘ フ ィ ル タ ６ の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン を 行 う （ Ｓ １ ３ ０ ９ ） 。 Ｔ ｘ Ｖ Ｃ Ｏ １ ５ ， Ｔ

ｘ ロ ー カ ル １ ６ か ら の 出 力 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 用 信 号 を Band１ の Ｔ ｘ 信 号 周 波 数 （ 例 え ば

1950Ｍ Ｈ ｚ ） に 設 定 す る 。 ま た 、 Ｒ ｘ Ｖ Ｃ Ｏ １ ８ ， Ｒ ｘ ロ ー カ ル １ ９ か ら の ロ ー カ ル 信 号

を Band1の Ｔ ｘ 信 号 周 波 数 ＋ １ Ｍ Ｈ ｚ （ 例 え ば 1951Ｍ Ｈ ｚ ） に 設 定 す る （ Ｓ １ ３ １ ０ ） 。

キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 用 信 号 は Ｐ Ａ １ ４ を 介 し て 妨 害 波 キ ャ ン セ ラ ４ ８ に 入 力 さ れ る 。 Ｒ ｘ

フ ィ ル タ ６ の 初 期 設 定 値 は デ フ ォ ル ト 設 定 （ 例 え ば Ｄ Ｐ Ｘ ２ の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン で 設 定

し た 制 御 ビ ッ ト ） で あ る （ Ｓ １ ３ １ １ ） 。 Ｔ ｘ フ ィ ル タ ５ 、 振 幅 調 整 器 ７ 、 位 相 調 整 器 ８

及 び 遅 延 調 整 器 ９ 、 Ｒ ｘ フ ィ ル タ ３ を 通 っ た 信 号 は 、 Ｌ Ｎ Ａ １ ３ を 介 し て ミ キ サ ２ ０ で 、

図 １ ２ （ ｄ ） に 示 す よ う に １ Ｍ Ｈ zの 信 号 に 周 波 数 変 換 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 １ Ｍ Ｈ zの 信 号 は Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ ２ ２ で レ ベ ル 検 波 さ れ （ Ｓ １ ３ １ ２ ） 、 検 出 レ ベ ル は 制 御 回

路 ２ ３ に 報 告 さ れ る （ Ｓ １ ３ １ ３ ） 。 制 御 回 路 ２ ３ で は 、 基 準 値 と 検 出 レ ベ ル を 比 較 し 、

比 較 結 果 に 応 じ て 制 御 信 号 ２ ５ で 検 出 レ ベ ル が 低 く な る よ う に Ｒ ｘ フ ィ ル タ ６ を 制 御 す る

（ Ｓ １ ３ １ ４ → Ｓ １ ３ １ １ ） 。 図 １ ２ （ ｆ ） に 示 す よ う に 、 例 え ば Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ ２ ２ の 検 出 レ

ベ ル が 最 も 低 く な っ た 制 御 デ ー タ の 値 を Band1の Ｒ ｘ フ ィ ル タ の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 結 果

と し て メ モ リ ２ ７ に 保 存 す る 。 或 い は 、 Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ ２ ２ で の 検 出 レ ベ ル が 所 定 の 基 準 値 以 下

で あ れ ば 、 そ の 制 御 デ ー タ の 値 を メ モ リ ２ ７ に 保 存 し て も 良 い （ Ｓ １ ３ １ ５ ） 。 同 様 の キ

ャ リ ブ レ ー シ ョ ン を 必 要 な 全 バ ン ド に つ い て 実 施 す る （ Ｓ １ ３ １ ６ → Ｓ １ ３ １ ０ ） 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 次 に 、 妨 害 抑 圧 度 の 改 善 を 行 う 。

　 図 １ ４ Ａ と 図 １ ４ Ｂ は 、 実 施 例 で 用 い る 制 御 部 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。 妨 害 抑 圧 度 改

善 の た め 、 図 １ ４ Ａ と 図 １ ４ Ｂ に 示 す よ う に ノ ッ チ の 深 さ を 振 幅 調 整 器 ７ 、 位 相 調 整 器 ８

及 び 遅 延 調 整 器 ９ の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン で 調 整 す る 。 図 １ ４ Ａ の （ ａ ） は Ｔ ｘ フ ィ ル タ ５

、 Ｒ ｘ フ ィ ル タ ６ で ノ ッ チ の 周 波 数 を ほ ぼ 所 望 の 周 波 数 に 一 致 さ せ た 図 で あ る 。 図 １ ４ Ａ

の （ ｂ ） で 示 す よ う に 前 記 と 同 様 な 方 法 に よ り 、 Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ ２ ２ で 検 出 さ れ る １ Ｍ Ｈ ｚ の 信

号 レ ベ ル に 基 づ き キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン を 行 う 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 図 １ ４ Ａ の （ ｂ ） と （ ｅ ） に 示 す よ う に 制 御 回 路 ２ ３ が 振 幅 調 整 器 ７ に 与 え る 制 御 ビ ッ

ト を 変 化 さ せ て 、 Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ ２ ２ で の 検 出 レ ベ ル が 最 も 低 く な る よ う 振 幅 調 整 器 ７ の 利 得 を

最 適 化 す る 。 同 様 に し て 、 図 １ ４ Ｂ の （ ｃ ） と （ ｆ ） に 示 す よ う に 位 相 調 整 器 ８ で シ フ ト

す る 位 相 を 、 図 １ ４ Ｂ の （ ｇ ） と （ ｈ ） に 示 す よ う に 遅 延 調 整 器 ９ で 与 え る 遅 延 を 、 そ れ

ぞ れ キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン で 最 適 化 し て ノ ッ チ の 深 さ を 深 く す る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 図 １ ５ は 、 実 施 例 で 用 い る キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 動 作 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ り 、

振 幅 調 整 器 ７ 、 位 相 調 整 器 ８ 、 遅 延 調 整 器 ９ の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン の フ ロ ー チ ャ ー ト を 示

す 。 以 下 、 図 １ ５ に 付 し た ス テ ッ プ 番 号 （ Ｓ ） を 参 照 し な が ら 、 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 動 作

に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 は じ め に 振 幅 調 整 器 ７ の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン を 行 う た め 、 妨 害 波 キ ャ ン セ ラ ４ ８ と Ｄ Ｐ

Ｘ （ チ ュ ー ナ ブ ル フ ィ ル タ ） ２ を 動 作 さ せ る （ Ｓ １ ５ ０ １ ， Ｓ １ ５ ０ ２ ） 。 Ｔ ｘ Ｖ Ｃ Ｏ １

５ ， Ｔ ｘ ロ ー カ ル １ ６ か ら の 出 力 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 用 信 号 を Band1の Ｔ ｘ 信 号 周 波 数 （

例 え ば 1950Ｍ Ｈ ｚ ） に 設 定 す る 。 ま た 、 Ｒ ｘ Ｖ Ｃ Ｏ １ ８ ， Ｒ ｘ ロ ー カ ル １ ９ か ら の ロ ー カ

ル 信 号 を Band1の Ｔ ｘ 信 号 周 波 数 ＋ １ Ｍ Ｈ ｚ （ 例 え ば 1951Ｍ Ｈ ｚ ） に 設 定 す る （ Ｓ １ ５ ０

３ ） 。 制 御 回 路 ２ ３ が Ｔ ｘ フ ィ ル タ ４ と ５ 、 Ｒ ｘ フ ィ ル タ ３ と ６ に 与 え る 制 御 デ ー タ の キ
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ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 用 信 号 は 、 Ｐ Ａ １ ４ を 介 し て 分 配 器 １ ０ で 分 配 さ れ て 一 方 は Ｄ Ｐ Ｘ ２ に

入 力 さ れ 、 も う 一 方 は 妨 害 波 キ ャ ン セ ラ ４ ８ に 入 力 さ れ る 。 こ こ で は 、 Ｄ Ｐ Ｘ ２ の Ｔ ｘ フ

ィ ル タ ３ 、 Ｒ ｘ フ ィ ル タ ４ 、 妨 害 キ ャ ン セ ラ ４ ８ の Ｔ ｘ フ ィ ル タ ５ 、 Ｒ ｘ フ ィ ル タ ６ は 既

に キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン し た 最 適 値 で 制 御 さ れ て い る も の と す る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 振 幅 調 整 器 ７ の 利 得 を 定 め る た め に 供 給 さ れ る 制 御 ビ ッ ト の 初 期 設 定 値 は 、 デ フ ォ ル ト

設 定 （ 例 え ば 制 御 ビ ッ ト の 中 心 値 ） で あ る （ Ｓ １ ５ ０ ４ ） 。 Ｔ ｘ フ ィ ル タ ６ 、 振 幅 調 整 器

７ 、 位 相 調 整 器 ８ 及 び 遅 延 調 整 器 ９ 、 Ｒ ｘ フ ィ ル タ ５ を 通 っ た 一 方 の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン

信 号 は 、 合 成 器 １ １ で Ｄ Ｐ Ｘ ２ を 通 っ て き た も う 一 方 の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 用 信 号 と 合 成

さ れ る 。 さ ら に 、 Ｌ Ｎ Ａ １ ３ を 介 し て ミ キ サ ２ ０ で 、 図 １ ４ Ａ の （ ｄ ） に 示 す よ う に １ Ｍ

Ｈ ｚ の 信 号 に 周 波 数 変 換 さ れ る 。 １ Ｍ Ｈ ｚ の 信 号 は Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ ２ ２ で レ ベ ル 検 波 さ れ （ Ｓ １

５ ０ ５ ） 、 検 出 レ ベ ル は 制 御 回 路 ２ ３ に 報 告 さ れ る （ Ｓ １ ５ ０ ６ ） 。 制 御 回 路 ２ ３ で は 、

基 準 値 と 検 出 レ ベ ル を 比 較 し 、 比 較 結 果 に 応 じ て 制 御 信 号 ２ ５ で 検 出 レ ベ ル が 低 く な る よ

う に 振 幅 調 整 器 ７ の 利 得 を 制 御 す る （ Ｓ １ ５ ０ ７ → Ｓ １ ５ ０ ４ ） 。 図 １ ４ Ａ の （ ｅ ） に 示

す よ う に 、 例 え ば Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ ２ ２ の 検 出 レ ベ ル が 最 も 低 く な っ た 制 御 デ ー タ の 値 を 、 Band１

の 振 幅 調 整 器 ７ の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 結 果 と し て メ モ リ ２ ７ に 保 存 す る 。 或 い は 、 Ｒ Ｓ Ｓ

Ｉ ２ ２ で の 検 出 レ ベ ル が 所 定 の 基 準 値 以 下 で あ れ ば 、 そ の 制 御 デ ー タ の 値 を メ モ リ ２ ７ に

保 存 し て も 良 い （ Ｓ １ ５ ０ ８ ） 。 同 様 の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン を 必 要 な 全 バ ン ド に つ い て 実

施 す る （ Ｓ １ ５ ０ ９ → Ｓ １ ５ ０ ３ ） 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 同 様 な 制 御 を 位 相 調 整 器 ８ 及 び 遅 延 調 整 器 ９ に つ い て も 行 い 、 図 １ ４ Ｂ の （ ｆ ） と （ ｈ

） に 示 す よ う に 、 例 え ば Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ ２ ２ の 検 出 レ ベ ル が 最 も 低 く な っ た 制 御 デ ー タ の 値 を Ba

nd１ の 位 相 調 整 器 ８ 、 遅 延 調 整 器 ９ の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 結 果 と し て メ モ リ ２ ７ に 保 存 す

る 。 或 い は 、 Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ ２ ２ で の 検 出 レ ベ ル が 所 定 の 基 準 値 以 下 で あ れ ば 、 そ の 制 御 デ ー タ

の 値 を メ モ リ ２ ７ に 保 存 し て も 良 い （ Ｓ １ ５ １ ０ ～ Ｓ １ ５ １ ６ 、 及 び Ｓ １ ５ １ ７ ～ Ｓ １ ５

２ ３ ） 。 本 実 施 例 で は 、 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン を Ｔ ｘ 信 号 周 波 数 （ 例 え ば 1950Ｍ Ｈ ｚ ） で 行

っ た が 、 Ｒ ｘ 信 号 周 波 数 （ 例 え ば Band1で は 2140Ｍ Ｈ ｚ ） な ど 行 っ て も よ い し 、 Ｔ ｘ 信 号

周 波 数 と Ｒ ｘ 信 号 周 波 数 の 両 方 で 行 っ て も 良 い 。

　 本 実 施 例 に よ れ ば 、 送 信 （ Ｔ ｘ ） 系 か ら の 信 号 を 用 い 、 受 信 （ Ｒ ｘ ） 系 の Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ を 用

い て 信 号 レ ベ ル を 検 出 し て 振 幅 調 整 器 ７ 、 位 相 調 整 器 ８ 、 遅 延 調 整 器 ９ の 設 定 値 を 決 め る

こ と に よ り 、 ば ら つ き が あ っ て も 補 正 可 能 な キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 方 式 を 提 供 す る こ と が 可

能 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 図 １ ６ は 、 実 施 例 で 用 い る 実 動 作 時 制 御 動 作 を 説 明 す る ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

　 こ こ ま で 実 動 作 前 の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 方 式 に つ い て 記 載 し て き た が 、 実 動 作 時 は Ｄ Ｐ

Ｘ ２ 、 妨 害 キ ャ ン セ ラ ４ ８ の 各 調 整 機 構 は 変 復 調 信 号 処 理 ブ ロ ッ ク １ ５ か ら の 制 御 に よ り

、 誤 差 を 管 理 す る 方 式 と す る 。 具 体 的 に は 、 例 え ば 図 １ ６ の ブ ロ ッ ク 図 で 示 す よ う に 、 ベ

ー ス バ ン ド ブ ロ ッ ク ３ ２ の Ｓ Ｎ 検 出 部 ２ ４ で 検 出 し た 受 信 信 号 の Ｓ Ｎ が 最 大 と な る よ う に

制 御 信 号 ２ ６ に よ り 、 調 整 を 行 う 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 図 １ ７ は 、 実 施 例 で 用 い る 実 動 作 時 制 御 動 作 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 は じ め

に 受 信 す る チ ャ ン ネ ル を 設 定 し （ Ｓ １ ７ ０ １ ） 、 各 調 整 ブ ロ ッ ク に 対 し キ ャ リ ブ レ ー シ ョ

ン で 設 定 し た 設 定 デ ー タ を メ モ リ よ り 読 み 出 し （ Ｓ １ ７ ０ ２ ） 、 各 ブ ロ ッ ク の デ フ ォ ル ト

値 と し て 、 送 受 信 を 開 始 す る （ Ｓ １ ７ ０ ３ ） 。 ま ず 、 Ｄ Ｐ Ｘ ２ の Ｔ ｘ フ ィ ル タ ４ の 制 御 を

行 う 。 Ｓ Ｎ 検 出 部 ２ ４ か ら の Ｓ Ｎ が 基 準 値 以 上 と な る よ う に 、 制 御 回 路 ２ ３ が 制 御 を 行 う

（ Ｓ １ ７ ０ ５ → Ｓ １ ７ ０ ４ ） 。 基 準 値 以 上 と な っ た 場 合 、 Ｒ ｘ フ ィ ル タ ３ の 制 御 も 同 様 に

行 う （ Ｓ １ ７ ０ ７ → Ｓ １ ７ ０ ６ ） 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 次 に 妨 害 キ ャ ン セ ラ ４ ８ の Ｔ ｘ フ ィ ル タ ５ の 制 御 を 行 う 。 Ｓ Ｎ 検 出 部 ２ ４ か ら の Ｓ Ｎ が

基 準 値 以 上 と な る よ う に 、 制 御 回 路 ２ ３ が 制 御 を 行 う （ Ｓ １ ７ ０ ９ → Ｓ １ ７ ０ ８ ） 。 基 準
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値 以 上 と な っ た 場 合 、 Ｒ ｘ フ ィ ル タ ６ の 制 御 も 同 様 に 行 う （ Ｓ １ ７ １ １ → Ｓ １ ７ １ ０ ） 。

　 引 き 続 き 妨 害 キ ャ ン セ ラ ４ ８ の 振 幅 調 整 器 ７ の 制 御 を 行 う 。 Ｓ Ｎ 検 出 部 ２ ４ か ら の Ｓ Ｎ

が 基 準 値 以 上 と な る よ う に 、 制 御 回 路 ２ ３ が 制 御 を 行 う （ Ｓ １ ７ １ ３ → Ｓ １ ７ １ ２ ） 。 基

準 値 以 上 と な っ た 場 合 、 位 相 調 整 器 ８ 、 遅 延 調 整 器 ９ の 制 御 も 同 様 に 行 う （ Ｓ １ ７ １ ５ →

Ｓ １ ７ １ ４ 、 及 び Ｓ １ ７ １ ７ → Ｓ １ ７ １ ６ ） 。 フ ィ ル タ の 周 波 数 ず れ は 性 能 劣 化 に 対 す る

感 度 が 低 い た め 、 Ｄ Ｐ Ｘ ２ の フ ィ ル タ の 制 御 と 妨 害 キ ャ ン セ ラ ４ ８ の フ ィ ル タ の 制 御 は 例

え ば １ フ レ ー ム 間 隔 な ど の 長 い 周 期 で 行 い （ Ｓ １ ７ １ ８ → Ｓ １ ７ ０ ４ ） 、 一 方 、 妨 害 キ ャ

ン セ ラ ４ ８ の 各 ブ ロ ッ ク の 性 能 の ず れ は 性 能 劣 化 に 対 す る 感 度 が 高 い た め 制 御 は 1/150 フ

レ ー ム 間 隔 な ど の 短 い 周 期 で 行 う （ Ｓ １ ７ １ ９ → Ｓ １ ７ １ ２ ） 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 ３ Ｇ Ｐ Ｐ で 規 定 さ れ る Ｗ Ｃ Ｄ Ｍ Ａ や Ｌ Ｔ Ｅ 方 式 は 周 波 数 多 重 方 式 だ け で は な く 、 送 受 信

を 時 分 割 で 多 重 す る Ｔ Ｄ Ｓ Ｃ Ｄ Ｍ Ａ （ Time Division Synchronous Code Division Multip

le Access） 方 式 や Ｔ Ｄ Ｄ （ Time Division Duplex） 方 式 も 規 定 さ れ る （ 図 ２ の Band33～ B

and40な ど ） 。 こ の 場 合 、 受 信 時 に 送 信 側 か ら 送 信 信 号 が 受 信 側 に 漏 洩 す る こ と は な い た

め 、 キ ャ ン セ ラ ４ ８ は 動 作 さ せ ず 、 Ｏ Ｆ Ｆ に す る こ と が で き る 。 キ ャ ン セ ラ ４ ８ を Ｏ Ｆ Ｆ

に す る こ と で 、 低 消 費 電 流 化 が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 し た が 、 こ れ ら は 本 発 明 を 限 定 す る も の で は な い 。 例 え

ば 、 図 １ ０ で 示 し た ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ １ ～ Ｓ １ ０ ０ ９ と ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ ０ ～ Ｓ １ ０ １ ７

を 、 図 示 と は 逆 の 順 序 で 行 っ て も 良 い 。 図 １ に お い て 、 妨 害 キ ャ ン セ ラ ４ ８ の 内 部 に あ る

Ｔ ｘ フ ィ ル タ ５ 、 振 幅 調 整 器 ７ 、 位 相 調 整 器 ８ 、 遅 延 調 整 器 ９ 、 Ｒ ｘ フ ィ ル タ ６ の 接 続 順

序 は 異 な っ て い て も 良 い 。 図 １ ３ で 示 し た ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ０ １ ～ Ｓ １ ３ ０ ８ と ス テ ッ プ Ｓ

１ ３ ０ ９ ～ Ｓ １ ３ １ ６ を 、 図 示 と は 逆 の 順 序 で 行 っ て も 良 い 。 こ の よ う に 各 実 施 形 態 に 対

し て 変 更 を 与 え た 実 施 形 態 、 或 い は 構 成 要 素 や 動 作 ス テ ッ プ を 追 加 し た 実 施 形 態 を 考 え る

こ と が で き る が 、 い ず れ も 本 発 明 の 範 疇 に あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 ２ ： 可 変 周 波 数 Ｄ Ｐ Ｘ 、 ３ ， ６ ： Ｒ ｘ フ ィ ル タ 、 ４ ， ５ ： Ｔ ｘ フ ィ ル タ 、 ７ ： 振 幅 調 整

器 、 ８ ： 位 相 調 整 器 、 ９ ： 遅 延 調 整 器 、 １ ０ ： 分 配 器 、 １ １ ： 合 成 器 、 １ ５ ： Ｔ ｘ Ｖ Ｃ Ｏ

、 １ ６ ： Ｔ ｘ ロ ー カ ル 、 ２ ２ ： Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ 、 ２ ３ ： 制 御 回 路 、 ２ ４ ： Ｓ Ｎ 検 出 部 、 ４ ８ ： 妨

害 キ ャ ン セ ラ 。
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